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且はじめに   

本稿では交通流が都市空間に与えている影響の  

モデ／レを提案する．   

道路網の交差点をノードとし，交差点間の道路  

をリンクに対応させてネットワークを作る．出発  

地と目的地はノードとし，この間に単位交通量の  

交通需要があると仮定する．利用者は交差点を出  

発地とし，目的地まで最短所要時間の1．2倍程度の  

所要時間の経路を選択するように経路別交通量を  

配分する．得られた交通量から都市空間への影響  

度を計算し，商業施設の分布と比較する．   

2解離の帝法  

乱乱交還流の轟市空閥への附   

ノードv。，叫間の道路をαたとし，その上下線の  

交通流を克とする．空間上の点Pにおける交通流  

長の影響跳を求める．りαとpの距離をγ1，恥と  

P 

とり，CPの距離をγとする．これを図1に示す．  

＊島川陽一 S耶MA鼠AVVAYbi血i  

二村雄史 FuTAMV乳AⅥ扇i  

である．したがって，すべての道路網の交通による  

点Pへの影響は  

虐＝∑βた  

ゐ∈．好  

（3）  

で与えられる．   

2．針道魔の交遊流腰   

道路の交通量は等時間原則による交通量配分問  

題を解くことにより求める．すなわち，「利用され  

る経路の旅行時間は皆等しく，利用されない経路  

の旅行時間よりも小さいかせいぜい等しい」よう  

に経絡別交通量を配分する．このとき道路ネット  

ワークの各リンクにはコスト関数が定義され，ま  

た，起終点間の交通需要は与えられる．   

各リンクに以下のコスト関数を定義する．  

項彿）＝頃1＋α（記¢）β〉   （4）  

ここで藍3はリンクαに交通量がないときの通行時  

間，苫αは交通流量，α，βはパラメータである．   

道路網をネットワークC（y，屈）で表現し，yを  

ノードの集合，屈をリンクの集合とする．ODの  

集合を招とする．ODの起点をァ，終点をβとし，  

OD（γ，8）間の交通量を¢ァ∂とする・また，OD（γ，β）  

間の有向経路集合を厨”，第ゐ経路の経路交通量  

を紆とする・   

これらを用いて等時間原則を最適化問題の解が  

満たすべき条件とみなすと，以下に示す制約条件  

つき非線型最適化問題として定式化できる［3】．   

血紬）＝義正訂¢00dw 
（5）  

制約条件：∑毘β－Q†∂＝0，∀（γ，き）∈紹（6）  
烏∈∬－．  

諾α＝∑∑∂ニ完ぷβ，∀G∈周（7）  
ゐ∈g－一ア8〔n  

鰯8≧0  （8）  

ただし・∂ニ詣は以下のような経路とリンクの関係を  

表す．  

図1．点pにおける交通流の影響  

道路αたの交通の点Pにおける影響は，  

dβた＝如‾（P  
（1）  

とする．ここで（は影響の程度の範囲を与えるパ  

ラメータである．道路α烏に流れる交通量先によ  

り点Pに与える影響は  

ノ■ほ：＝fニノ：十dr  

一（e－くァ2イh） 
（2）  

β良   
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吋た＝〈三  

模商業店舗が密集している地域の影響度も非常に  

高い．等高線で表された影響度の高い部分が商業  

施設の分布とほぼ一致していることがわかる．  

4おわりに   

本稿では道路網をネットワークとして表現し，等  

時間原則による交通量配分問題を解き，道路の交通  

量を求めた．交通需要には起終点間の単位交通を仮  

定した．得られた交通量から都市空間に与える影  

響を計算し，商業施設分布と比較した．交通流の集  

中する路線近くに商店街が集まっていることから，  

鉄道駅への交通が商業施設の分布に大きな影響を  

与えていることがわかった．駅前商店街の商圏の  

分析に交通流の考慮が重要であることを示した．  
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OD（ー，β）間の第た経路がリンクαを含むとき  

それ以外  

3交通流の都市空間へ与える影響の分析  

3．1道路データおよび計算方法   

国土交通省国土地理院刊行の数値地図2500（空  

間データ基盤）から杉並区西武新宿線下井草駅周  

辺の道路ネットワークデータを抽出する．対象地  

区の大きさは南北1．5bn，東西2kmで，ノード数  

は1405，リンク数は3782である．   

退勤時における鉄道駅から自宅までの交通を想  

定し，利用者の出発地は自宅の最近隣鉄道駅の出  

口があるノード，目的地はすべてのノードとする．  

利用者均衡配分問題（5）～（8）はhank－Wo脱法を  

用いて解く【叶 コスト関数（4）のパラメータα，β  

は利用される経路の長さの平均が最短経路の1．2倍  

程度になるように設定する．これは退勤時の買物  

行動において，通勤所要時間は自宅までの最短所  

要時間の1．2倍程度になることによっている【2】．  

3．2数値計算結果   

図2に杉並区西武新宿線下井草周辺の交通流の  

集中する道路と影響度を等高線で示す．交通流の  

大きさは最大流量に対する各リンクの流量の比を  

5段階の太さで示している．図中，中央左部分に井  

荻駅，中央右部分に下井草駅がある．井荻駅北口  

の大規模商業施設がある地域と南口の駅前商店街  

が存在する地域では，交通流の影響が大きいこと  

が等高線からわかる．また，下井草駅南口の′ト規  
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図2．杉並区下井草付近の影響度の空間分布  
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